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全
国
を
巡
る

聖
火
リ
レ
ー
が

始
ま
り
、
い
よ

い
よ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
動
き
出
し

た
。
日
本
中
の
多
く
の
人
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
戦
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
が
、
本
当

に
開
催
可
能
な
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
日
増
し

に
増
え
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
策
は

万
全
な
の
だ
ろ
う
か
。
観
戦

者
な
し
の
開
催
に
す
る
と
い

う
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
対

策
は
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
打
ち

勝
っ
た
証
を
世
界
に
発
信
す

る
と
言
う
が
、
見
通
せ
そ
う

に
な
い
。

　

世
界
の
多
く
の
人
は
コ
ロ

ナ
感
染
が
収
束
し
な
い
も
と

で
の
開
催
を
望
ん
で
い
な

い
。「
新
聞
通
信
調
査
会
」

の
調
査
に
よ
る
と
、
調
査
対

象
と
な
っ
た
海
外
５
カ
国

（
米
、
仏
、
中
、
韓
、
タ

イ
）
全
て
で
、
開
催
延
期
か

中
止
を
望
む
人
が
70
％
を
超

え
て
い
る
。

　

商
業
的
な
利
用
や
政
治
利

用
の
為
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
は
、
か
え
っ
て
政
治
や
経

済
の
不
振
を
ま
ね
く
。
多
く

の
人
が
歓
迎
で
き
る
安
心
安

全
の
開
催
を
見
通
せ
な
い

今
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

り
、
コ
ロ
ナ
収
束
に
集
中
す

る
と
き
だ
。�

（
Ｉ
）

グローブ不足３割
経費増で収益悪化

「
一
元
化
」条
例
案
可
決

「
市
民
の
苦
渋
の
決
断
踏
み
に
じ
る
」

医科協会理事長
高本英司

４月から個別指導再開

歯科協会理事長
小澤　力

第８回日常診療経験交流会
そのとき医療者は～感染症と災害にどう向き合うか～

平
尾
理
事
が

呼
び
掛
け
　

21
年
コ
ロ
ナ
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
㊦

３次補正・追加分25万円
実績報告の締め切りに猶予

厚
労
省

　

大
阪
市
の
都
市
計
画
な
ど
に
関
す
る
主
要
な
権
限
を
大

阪
府
に
委
託
す
る
「
広
域
行
政
一
元
化
」
条
例
案
が
、
大

阪
府
議
会
で
３
月
24
日
、
同
市
議
会
で
26
日
に
可
決
、
成

立
し
た
こ
と
を
受
け
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
高
本
英
司

理
事
長
と
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
・
小
澤
力
理
事
長
は

26
日
、「『
広
域
行
政
一
元
化
』
条
例
案
の
可
決
・
成
立
に

抗
議
す
る
」
と
の
談
話
を
共
同
発
表
し
た
。

　新型コロナ感染症拡大の影響
を受け、実施を延期していた個
別指導（新規個別指導含む）が
４月から再開される。新規個別
指導は2019年末開業から順次
実施される。
　協会は個別相談に応じてお
り、「指導通知が届いたら協会
へ一報を」と呼びかけている。
　ご相談は、社保研究部（TEL 
06-6568-7467）まで。

　

協
会
は
７
月
11
日
、
第
８
回
日
常

診
療
経
験
交
流
会
を
、
医
療
者
と
し

て
感
染
症
と
災
害
に
ど
う
向
き
合
う

か
を
テ
ー
マ
に
、
医
科
協
会
と
共
催

す
る
。
会
場
は
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）。
日
常
診
療
交

流
会
実
行
委
員
の
会
副
実
行
委
員
長

の
平
尾
清
司
理
事
が
、
演
題
の
応
募

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

大阪府・市議会
医
科
・
歯
科
共
同
談
話

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

　

談
話
は
、
条
例
が
、
大
阪

市
の
成
長
戦
略
や
政
令
指
定

都
市
が
も
つ
都
市
計
画
に
関

す
る
主
要
な
権
限
を
府
に
委

託
す
る
た
め
、「
事
実
上
の

『
大
阪
市
解
体
』」
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
条
例
の
危

険
性
を
指
摘
。
市
の
権
限
を

弱
め
る
条
例
案
の
可
決
は
、

２
度
に
わ
た
る
住
民
投
票
で

示
さ
れ
た
民
意
を
無
視
し
、

「
大
阪
市
民
の
苦
渋
の
決
断

を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ

る
」と
し
て
、「
条
例
は
到
底

認
め
ら
れ
な
い
」と
訴
え
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
で
も
、
条
例
案
の
公
開

は
募
集
締
め
切
り
間
近
で
、

「
府
民
に
情
報
を
与
え
ず
十

分
に
声
を
聞
く
こ
と
も
な
か

っ
た
」
と
批
判
。
４
月
１
日

１
０
０
万
円
で
は
足
り
な
い

　

不
足
し
て
い
る
衛
生
用
品
に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、

「
グ
ロ
ー
ブ
」（
27
・
５
％
）
が
最

も
多
く
、「
医
療
用
マ
ス
ク
」（
９
・

５
％
）
や
「
ガ
ウ
ン
」（
６
・
７

％
）、
と
続
く
。

　

２
０
２
０
年
１
年
間
の
衛
生
用
品

の
費
用
が
２
０
１
９
年
比
で
ど
の
く

ら
い
増
加
し
た
か
を
尋
ね
る
と
、

「
20
～
30
万
円
」（
25
・
７
％
）
が

最
も
多
く
、
増
加
額
40
万
円
以
内
が

５
割
を
占
め
た
。
一
方
で
、「
１
０

０
万
円
」（
12
・
５
％
）、「
１
０
０

万
円
以
上
」（
12
・
５
％
）
が
一
定

数
存
在
す
る
な
ど
、
ば
ら
つ
き
も
見

ら
れ
る
。

　

衛
生
用
品
の
品
薄
状
況
は
一
定
解

消
さ
れ
て
い
る
が
、
価
格
高
騰
が
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

意
見
で
は
、「
衛
生
用
品
（
グ
ロ

ー
ブ
・
ガ
ー
ゼ
等
）
の
価
格
高
騰

や
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
増
加
で
明

ら
か
に
収
益
が
減
っ
て
い
る
。
言
っ

て
も
叶
わ
な
い
が
、
点
数
を
上
げ
て

欲
し
い
」
や
、「
更
な
る
助
成
金
を

非
課
税
で
し
て
欲
し
い
」
が
あ
っ

た
。

　

経
営
維
持
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ

（
複
数
回
答
）、「
経
費
削
減
」（
22

・
７
％
）
が
最
多
で
、「
資
金
調

達
」（
20
・
５
％
）、「
院
長
理
事
長

の
報
酬
削
減
」（
16
・
５
％
）、「
人

件
費
削
減
」（
10
・
２
％
）
と
続
く
。

10
倍
に
値
上
が
り

　

意
見
に
は
「
グ
ロ
ー
ブ
の
値
段
だ

け
で
も
１
年
で
10
倍
に
（
２
０
０
円

→
２
０
０
０
円
）
に
な
っ
て
い
て
、

補
助
金
１
０
０
万
で
は
到
底
足
り
な

い
。
経
費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

の
は
お
か
し
い
と
思
う
」、「
歯
科
衛

生
士
の
給
料
や
時
給
が
か
な
り
高
騰

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
、
こ
れ
ら
が
経
営
を
圧
迫
し
て
く

る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

接
種
不
安
２
割

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意

向
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
接
種
す
る
」

（
77
・
８
％
）、「
接
種
し
な
い
」（
６

・
７
％
）、「
検
討
中
」（
15
・
６
％
）

だ
っ
た
。
接
種
し
な
い
や
検
討
中
の

理
由
と
し
て
、「
副
反
応
が
心
配
」

（
68
・
０
％
）、「
効
果
が
疑
わ
し

い
」（
28
・
０
％
）
が
大
半
を
占
め

た
。
接
種
す
る
と
し
た
中
に
も
「
接

種
し
な
い
と
患
者
さ
ん
等
か
ら
の
社

会
的
制
裁
が
怖
い
の
で
一
応
接
種
は

す
る
が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
怖

い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

施
行
あ
り
き
の
拙
速
な
議
論

は
「
民
主
主
義
、
議
会
を
軽

視
す
る
も
の
」
と
し
て
強
く

抗
議
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
感
染
者

数
、
死
亡
者
数
が
全
国
最
多

水
準
に
あ
る
大
阪
に
あ
っ
て

は
、
府
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
専
念
す
べ
き
」
で

あ
る
と
訴
え
る
。

　

医
科
・
歯
科
両
協
会
は
、

「
副
首
都
推
進
本
部
会
議
の

実
態
を
知
ら
せ
、
大
阪
市
民

の
財
産
が
カ
ジ
ノ
な
ど
の
大

型
開
発
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
多
く
の

市
民
と
と
も
に
粘
り
強
く
維

新
政
治
と
闘
う
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

ら
ず
、
日
常
診
療
で
の
悩
み

や
経
営
上
で
の
工
夫
な
ど
何

で
も
結
構
で
す
。
幅
広
い
演

題
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
大
き
な
目
的
の

ひ
と
つ
は
、
日
ご
ろ
の
経

験
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

日
常
診
療
に
光
を
あ
て
、
参

加
者
が
日
々
の
医
療
実
践
を

共
有
し
、
自
由
な
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
で
す
。

　

分
科
会
の
充
実
が
、
交
流

会
の
成
功
に
繋
が
り
ま
す
。

会
員
の
先
生
方
に
は
、
分
科

会
で
の
積
極
的
な
演
題
発
表

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
午
後
に
は「
感
染
症
」、

「
災
害
」
を
テ
ー
マ
に
２
つ

の
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
不
測
の
事
態
に
医
療

機
関
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
お
話
が
聞

け
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

演
題
を
募
集
開
始

�

５
／
10
〆
切

　

日
常
診
療
経
験
交
流
会
の

開
催
は
４
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
今
年
は
医
科
歯
科
共
催

で
開
き
ま
す
が
、
演
題
の
テ

ー
マ
は
医
科
歯
科
連
携
に
限

　厚生労働省が実施する、感染防止等に関する
補助金・追加分25万円の実績報告の締め切りは
４月10日だが、実績報告に必要な「交付決定通

知」の医療機関への発送が遅れている。協会の
問い合わせに対し、厚労省は４月10日を過ぎた
実績報告も受理すると回答した。猶予後の提出
期限は、郵送される「交付決定通
知」で指定され、交付決定日からお
おむね１カ月以内としている。実績
報告書類は厚労省ＨＰ（ＱＲコード
参照）からダウンロードできる。

７／11㊐　会場 ドーンセンター
　　　　　　（大阪市中央区）

募集テーマ
　�歯科臨床や医院経営における日常診療の工夫、
医科歯科連携等
発表時間
　発表時間15分＋質疑応答５分
申込方法
　協会事務局（06-6568-7731）まで

開会あいさつ 　 ９：30
分　科　会 　 ９：40～12：00
記念講演会 　13：20～17：00

分科会 演題募集　応募〆切５／10

第８回日常診療経験交流会

▶「感染症とこれから期待される未来社会」
　山極寿一氏（総合地球環境学研究所所長）

▶�「大阪の災害を考える～医療機関はどう備
えるか」

　河田惠昭氏（関西大学社会安全学部特別任命教授）


